
桜も人出も満開―。お花見日和となった23日、横浜市中区の根岸森林公園でも約350本のソメイヨシノがほぼ満開となり、大勢の
花見客が訪れた。桜の木の下や桜がよく見える場所でお弁当を広げたり、ボール遊びなどを楽しむ家族連れの姿が多く見られた。
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こ
の
夏
、
野
球
ど
こ
ろ
の
神
奈
川
な

ら
で
は
の
画
期
的
な
大
会
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
プ
ロ
野
球
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
（
2

軍
）
と
社
会
人
、
大
学
が
同
じ
土
俵
で

戦
う
「
県
野
球
交
流
戦
」（
8
月
20
、

21
日
・
横
須
賀
ス
タ
ジ
ア
ム
）。
3
月

に
開
催
が
発
表
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
神
奈
川
ア
マ
チ
ュ
ア
球
界
は

「
野
球
王
国
」
と
名
乗
る
に
ふ
さ
わ
し

い
派
手
な
活
躍
が
目
立
っ
た
。

　

社
会
人
の
Ｊ
Ｘ
―
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
都

市
対
抗
と
日
本
選
手
権
を
制
覇
。
2
冠

獲
得
は
東
芝
以
来
、
24
年
ぶ
り
2
度
目

の
快
挙
だ
っ
た
。
大
学
で
は
、
桐
蔭
横

浜
大
が
秋
の
明
治
神
宮
大
会
で
、
創
部

7
年
目
に
し
て
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
神

奈
川
大
学
連
盟
の
チ
ー
ム
が
全
国
制
覇

す
る
の
も
初
め
て
だ
っ
た
。

　

5
年
連
続
最
下
位
に
終
わ
っ
た
プ
ロ

野
球
は
成
績
面
で
は
胸
を
張
れ
な
い

が
、
オ
ー
ナ
ー
会
社
が
交
流
サ
イ
ト
運

営
大
手
の
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
（
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
）
に
変
わ
り
、指
揮
官
に
も
〝
絶

好
調
男
〟
の
中
畑
清
氏
を
迎
え
て
注
目

度
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

　

県
交
流
戦
が
実
現
し
た
の
は
昨
年
、

プ
ロ
側
か
ら
「
地
域
の
野
球
振
興
を
図

り
た
い
」
と
大
学
、
社
会
人
側
に
呼
び

掛
け
た
の
が
き
っ
か
け
。
新
し
い
発
想

か
ら
12
球
団
初
の
試
み
が
生
ま
れ
た
。

　

プ
ロ
と
ア
マ
の
交
流
は
１
９
６
１

年
、
プ
ロ
側
が
社
会
人
選
手
を
強
引
に

引
き
抜
い
て
問
題
に
な
っ
た
「
柳
川
事

件
」
か
ら
断
絶
。
社
会
人
は
92
年
か
ら

雪
解
け
が
進
み
、
大
学
も
２
０
１
０
年

か
ら
練
習
試
合
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
奈
川
で
は
大
学
と
社
会
人
の

対
抗
試
合
を
09
年
か
ら
行
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
が
進
む
だ
け
に
、

一
堂
に
会
す
る
機
会
も
ほ
し
か
っ
た
。

一
流
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
所
属
す
る
神
奈

川
な
ら
で
は
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い

が
、
第
1
回
か
ら
見
ら
れ
そ
う
だ
。

　

だ
が
、
神
奈
川
の
フ
ァ
ン
な
ら
、
こ

の
場
に
高
校
生
も
加
え
て
ほ
し
い
の
が

本
音
だ
ろ
う
。特
に
今
年
は
、昨
夏
の
甲

子
園
を
沸
か
せ
た
松
井
裕
樹
投
手
（
桐

光
学
園
）
が
い
る
。
あ
の
ス
ラ
イ
ダ
ー

が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
の
だ
ろ
う
？

　

か
つ
て
は
交
流
な
ど
あ
り
得
な
か
っ

た
高
校
と
プ
ロ
だ
が
、
03
年
に
始
ま
っ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
夢
の
向
こ
う
に
」

の
中
で
、
高
校
球
児
を
現
役
プ
ロ
選
手

が
直
接
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

直
接
対
決
は
ま
だ
遠
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
県
交
流
戦
は
そ
の
夢
の
受
け
皿
に

な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
神
奈
川
新
聞
社

�

運
動
部
長
　
岡
部
　
伸
康
）

神
奈
川
球
界
の
画
期
的
試
み

視
描点
点
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明
治
の
中
頃
、
平
塚
に
村
井
弦
斎
と

い
う
有
名
な
作
家
が
住
ん
で
い
た
。
そ

の
人
の
小
説
『
食
道
楽
』
が
お
も
し
ろ

い
。
６
０
０
も
の
和
洋
中
の
レ
シ
ピ
。

食
材
や
調
理
法
、
食
器
選
び
に
盛
り
つ

け
ま
で
、
ま
さ
に
グ
ル
メ
百
科
の
ご
と

し
。
10
万
部
も
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
歌

舞
伎
座
で
芝
居
に
も
な
っ
た
。

　

ゲ
ン
サ
イ
先
生
の
広
大
な
お
屋
敷
に

集
ま
っ
た
の
は
政
界
の
重
鎮
・
大
隈
重

信
や
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
教
育
者
・

新
渡
戸
稲
造
を
は
じ
め
、
財
界
か
ら
三

菱
の
岩
崎
弥
太
郎
、
日
立
製
作
所
の
小

平
浪
平
、
森
永
製
菓
の
森
永
太
一
郎
、

実
業
の
日
本
の
増
田
義
一
な
ど
、
ま
さ

に
食
通
？
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。

　

先
生
は
メ
ン
バ
ー
の
1
人
、
鈴
木
三

郎
助
に
こ
ん
な
手
紙
を
出
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
使
っ
て
み
ま
し
た
。「
味

噌
汁
に
加
味
候
は
、
味
を
出
す
こ
と
最

妙
に
し
て
毎
朝
食
卓
に
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
も
の
に
相
成
申
候
」。
ま
た
、
ソ
ー

ス
の
原
料
に
も
よ
ろ
し
い
。
急
場
に
は

す
こ
ぶ
る
便
利
で
あ
り
、
と
に
か
く
こ

の
「
発
明
品
は
家
庭
料
理
に
便
利
至
極

の
も
の
と
存
候
」
と
。

　

先
生
が
ほ
め
た
発
明
品
と
は
〟
味
の

素
〟
で
あ
る
。
１
９
０
９
（
明
治
42
）

年
5
月
、
こ
の
1
文
は
味
の
素
、
最
初

の
新
聞
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
。（
図
の

右
下
）
つ
ま
り
、
食
通
で
天
下
に
知
ら

れ
る
ゲ
ン
サ
イ
先
生
が
推
薦
し
て
る
よ

と
、
こ
れ
に
勝
る
お
墨
付
き
は
な
い
。

発
明
の
い
き
さ
つ
は
こ
う
だ
。

　

飲
食
物
に
は
、「
甘
い
」「
酸
っ
ぱ
い
」

「
苦
い
」
の
ほ
か
に
、「
う
ま
い
」
と
感

じ
る
味
覚
が
あ
る
と
考
え
た
の
は
東
京

大
学
教
授
の
化
学
者
・
池
田
菊
苗
。
１

９
０
７
（
明
治
40
）
年
の
あ
る
日
、
女

房
が
買
っ
て
き
た
昆
布
か
ら
、
そ
の
味

を
抽
出
で
き
な
い
か
と
研
究
。
つ
い
に

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
だ
と
つ
き
と
め
た
。
翌

年
7
月
、
特
許
を
取
得
。
商
品
化
に
成

功
し
た
の
が
鈴
木
で
あ
っ
た
。

　

鈴
木
三
郎
助
は
１
８
６
７
（
慶
応

3
）
年
、
葉
山
の
生
ま
れ
。
父
親
が
創

業
し
た
製
薬
所
を
引
き
つ
ぎ
、
明
治
41

年
か
ら
発
明
品
の
製
造
に
着
手
し
た
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
池
田
博
士
が
〝
味み

精せ
い

〟
と
名
付
け
た
。
ほ
か
に
も
〝
だ
し

の
元
〟〝
鰹
の
元
〟〝
味
の
王
〟〝
味
素
〟

〝
味
の
元
〟
と
候
補
が
あ
っ
た
。
ふ
た

り
は
考
え
た
。〝
味
の
元
〟
の
元
を
素

に
改
め
、「
味
の
素
」
に
し
よ
う
と
。

　

広
告
の
左
下
に
《
宮
内
省
大
膳
寮
厨

司　

赤
堀
吉
松
先
生
》の
手
紙
も
あ
る
。

宮
中
の
シ
ェ
フ
と
、
グ
ル
メ
作
家
の
推

薦
文
を
そ
え
て
、《
食
料
界
の
大
改
革
》

を
一
般
家
庭
に
ど
う
普
及
さ
せ
る
か
、

食
文
化
史
か
ら
見
て
も
興
味
深
い
広
告

展
開
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
し
い
時
代

の
象
徴
と
も
い
え
る
、
白
い
エ
プ
ロ
ン

姿
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
新
富
町
の
美
妓
を

モ
デ
ル
に
描
か
れ
た
。
今
ま
で
に
例
が

な
い
登
録
さ
れ
た
〝
美
人
商
標
〟
で
、

長
年
使
用
さ
れ
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
味
の
素
」
最
初
の
新
聞
広
告
・

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
5
月
掲
出

グ
ル
メ
作
家
の
手
紙

宮
野
　
力
哉

～
う
ま
い
物
が
た
り
⑫

広
告

談
珍

− 　 −14


